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都
留
市
文
化
祭
開
催

第
5
2
回
都
留
市
文
化
祭
が
日
月
1
日
か
ら
3
日
ま
で
文
化
会
館
を
中
心
に
盛
大
に
開
催
さ

れ
、
日
ご
ろ
の
文
化
活
動
の
成
果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
式
典
で
は
次
の
方
々
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
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小
規
模
企
業
共
済
制
度
は
、

た
は
会
社
な
ど
の
役
員
の
方

が
事
業
を
や
め
ら
れ
た
り
退

職
さ
れ
た
場
合
に
、
生
活
の

安
定
や
事
業
の
再
建
を
図
る

た
め
の
資
金
を
あ
ら
か
じ
め

個
人
事
業
主
ま

準
備
し
て
お
く
た
め
の
共
済

制
度
で
「
小
規
模
企
業
の
経
営
者
の
た
め
の
退
職

金
制
度
」
と
い
え
ま
す
。

○
掛
金
は
全
額
所
得
控
除
、
受
け
取
る
共
済
金

は
退
職
所
得
ま
た
は
公
的
年
金
な
ど
の
雑
所
得

扱
い
と
な
り
ま
す
。

○
急
に
事
業
資
金
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
は
、

納
付
済
掛
金
の
8
～
9
割
の
範
囲
内
で
事
業
資

金
の
借
り
入
れ
が
可
能
で
す
。

○
掛
金
月
額
1
千
円
～
7
万
円
で
す
。

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
（
中
小
企
業
倒
産
防

止
共
済
制
度
）
は
、
取
引
先
の
突
然
の
倒
産
が

原
因
で
、
軽
営
悪
化
の
危
機
に
直
面
し
て
し
ま

っ
た
と
き
に
資
金
を
借
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
で
、
中
小
企
業
を
守
る
た
め
の
共
済
制

度
で
す
。

○
無
担
保
・
無
保
証
人
で
、
積
み
立
て
掛
金
の

1
0
倍
の
範
囲
内
（
最
高
3
、
2
0
0
万
円
）
で
被

害
額
相
当
の
共
済
金
の
借
入
れ
が
可
能
で
す
。

○
毎
月
の
掛
金
が
税
法
上
、
必
要
経
費
ま
た
は

損
金
に
算
入
で
き
ま
す
。

間
合
・
加
入
申
込
先

商
工
会
、
金
融
機
関
の
本
支
店


